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概要





$\dot{x}=yz-y, \dot{y}=-zx+z, \dot{z}=xy-x$ . (1)




$\dot{x}=ayz+bz+cy, \dot{y}=dzx+ex+fz, \dot{z}=gxy+hy+kx$ , (2)
ここで，$a$ から $k$ までの係数は実数のパラメータである．その背景には，Navier-Stokes 方程






軌道である． $|t|$ が大きいとき，解は $x$ 軸または $z$ 軸に沿って，らせん状の軌道を描く．しか
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(a) 方向転換する軌道 (b) 方向転換する軌道としない軌道
図 1 (2) に対する大域解の典型的な軌道．([3, Fig. 1] の再現).
(a) 不安定周期軌道の近くを通る軌道 (b) 不安定周期軌道
図 2(1) に対する不安定周期軌道．点線は $(x, z)$ 平面への射影．([3, Fig. 12] (b),(c) の再現).




Craik と Okamoto は，(2) の理解のため，特殊な場合である (1) について詳細な数値計算
を行い，図 2のようなサドル型の不安定周期軌道が重要な役割を果たすことを見出した ([3,





我々は (1) で定義される力学系の周期軌道を Poincar\'e写像の不動点として特徴づける．
(1) に対して，Poincar\'e 断面
$S=\{(x, y, z)^{T}\in \mathbb{R}^{3}|x+z-1=0, x>0\}$ . (3)
上で定義される Poincar\'e 写像 $\tilde{P}$ を考える．$S$ 上の座標系 $\phi$ : $Sarrow \mathbb{R}^{2}$ を
$\phi:(x, y, 0)\mapsto(x, y)$
とする．写像 $P:\mathbb{R}^{2}arrow \mathbb{R}^{2}$ を $P=\phi^{-1}\tilde{P}\phi$ とする．
我々は以下の結果を得た．数値的検証法の詳細については [2] で発表する．
定理 1 ([2]). 方程式 (1) に対して (3) で定義される断面上の Poincar\'e写像を考える．
$X=[7.5$ , 8.5$]$ $\cross[0$ , 1 $]$ $\subset \mathbb{R}^{2}$ とする．このとき，以下が成り立つ．
(i) $X$ 上で写像 $P$ はうまく定義できる．すなわち，任意の $\xi\in X$ に対して，$\phi^{-1}(\xi)\in S$
の (1) による前方軌道は少なくとも一度 $S$ に戻ってくる．
(ii) $P|x$ の不動点 $\xi^{*}$ がただ一つ存在する．したがって，これに対応する (1) の周期軌道が
存在する．
(iii) $P|x$ の不動点 $\xi^{*}$ は以下の矩形領域に含まれる :
[8.0430011129, 8.0430011132] $\cross$ [0.49999999999, 0.50000000001].
(iv) 不動点 $\xi^{*}$ は鞍点である; 一次元の安定多様体と不安定多様体をもつ．
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